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黑
田
淸
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○
ミ
レ（Jean-Francois M

illet.
 

一
千
八
百
十
四
年
我

十
一
年
に
生
れ
一
千
八
百
七
十
五
年
我
明
治
八
年
に
死
す
）は
本

で
も

此
頃
は
大

知
ら
れ
て
來
た
が
此
の
人
の
事
に
就
て
其
子
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ミ
レ
氏
か
ら
聞
た
こ
と
が
有
る

拙
者
が
此
の
フ
ラ
ン

ソ
ワ
ミ
レ
氏
と
知
り
合
に
爲
つ
た
の
は
明
治
二
十
年
年
の

即
ち
畵
の

古
を
始
め
て
か
ら
二
年
目
に
友

の
米
國
人
グ
リ
フ

井
ン
と
云
ふ
男
と
フ
ン
テ
ン
ヌ
ブ
ロ
ウ
の
森
の
景
色
を
寫
す
爲
め
に
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
の
シ
ロ
ン
と
云
ふ
宿
屋
に
泊
つ
て
居
つ
た
時
で

ミ
レ
氏
は
獨
身
者
で
每
日
此
の
宿
屋
に
飯
を
⻝
ひ
に
來
る
と
こ
ろ
か
ら

か
し
く
爲
つ
た

ミ
レ
氏
は
矢
張
畵
か
き
で
年
は
其
頃

三
十
二
三
で
も
有
つ
た
が
黑
い
髯
を
も
じ
や
も
じ
や
生
や
し
ベ
レ
を
冠
り
サ
ボ
を
は
き
ト
リ
コ
の
胴
着
を
き
て

は
五
尺
を
チ

ヨ
ト
出
る
位
一
方
の
足
は
少
し
曲
つ
て
居
る
の
で
常
に
杖
を
つ
い
て
居
た
誰
が
見
て
も

に
ミ
レ
の
子
だ
と
い
ふ
こ
と
が

る

位

の
ミ
レ
の
畵

に
似
て
居
る
性
質
も
至
て
温
順
で
口
數
を
き
か
な
い

此
の
人
の
話
に

の
ミ
レ
が
或
る
時
用
事
が
有
つ
て

巴
里
に
出
た
が
日
本
の
錦
繪
を
見
附
け
て
大
喜
び
で
數
枚
買
つ
て
歸
つ
て
日
本
と
い
ふ
國
は
野
蠻
だ
と
人
が
い
ふ
け
れ
ど
も
こ

ん
な
畵
を
作
る
人
民
が
ど
う
し
て
野
蠻
の
氣

が
有
る
も
の
か
と
云
つ
て
居
た

其
錦
繪
が
大
層
自
慢
で
同
村
に

つ
て
居
た

友
の
ル
ウ
ソ
ウ（Théodore Rousseau.

 

一
千
八
百
十
二
年
我

九
年
に
生
れ
一
千
八
百
六
十
七
年
我
慶
應
三
年
に
死
す
）に
見

せ
た
と
こ
ろ
が
ル
ウ
ソ
ウ
が
ほ
し
が
つ
て
是
非
一
二
枚

け
て
吳
れ
と
云
つ
た
が
ミ
レ
は
聽
か
な
い
仕
方
が
無
い
か
ら
兎
も
角
貸

し
て
吳
れ
と
云
つ
て
持
つ
て
歸
つ
た
切
り
で
ど
う
し
て
も
其
錦
繪
を

へ
さ
な
い
の
で
ミ
レ
は
大
に
腹
を
立
て
ゝ
暫
ら
く
ル
ウ
ソ



ウ
と
口
を
利
か
な
か
つ
た

○
或
時
の
話
に
フ
ラ
ン
ソ
ア
ミ
レ
氏
が
拙
者
に
向
つ
て
い
つ
ぞ
や
日
本
か
ら
美

の
取

べ
に
佛
蘭
西
へ
來
た
人
が
ル
ウ
ブ
ル

物
舘
を
見
て
佛
國
の
畵
家
の
作
は
一
つ
も
見
る
に
足
る
も
の
は
無
い
が
只
ミ
レ
一
人

は
上
手
だ
と
云
つ
た
こ
と
が
新
聞
に
出
て

居
た

是
れ
は
な
さ
け
な
い
こ
と
で
自

に
取
つ
て
は

の
こ
と
を
ほ
め
ら
れ
た
の
だ
か
ら
喜
ば
し
い
事
に
は

ひ
な
い
が
佛

國
に
ミ
レ
の
外
に
は
畵
家
が
無
い
と
云
つ
て
仕
舞
ふ
の
は
ル
ウ
ブ
ル
で
何
を
見
て
行
た
の
だ
ら
う
か

○
ミ
レ
は
畠
に
出
て
百
姓
の
仕
事
な
ど
を
い
つ

も
立
つ
て
視
て
居
る
人
で
有
つ
た

是
も
亦
フ
ラ
ン
ソ
ア
ミ
レ
氏
か
ら
聞
い
た

○
ド
ラ
ク
ロ
ワ（Eugéne D

elacroix. 一
千
七
百
九
十
九
年
我

政
十
一
年
に
生
れ
一
千
八
百
六
十
三
年
我

久
三
年
に
死
す
）が

議
院
の
壁
畵
を
作
る
時
椰
子
樹
の
葉
を
描
く
必

が
生
じ
た
か
ら
先
づ
白
墨
で
大
体
の
形
を
畵
き
夫
れ
か
ら
弟
子
に
色
を
着
け

さ
せ
る
段
と
な
つ
た
が
サ
テ
參
考
と
爲
す
べ
き
椰
子
樹
の
葉
が
無
い
の
で
石
竹
の
枝
を
持
つ
て
來
て
其
れ
を
弟
子
に
與
へ
天
然

物
の
內
に
は
大
な
り
小
な
り
似
寄
つ
た
も
の
が
有
る
か
ら
正
物
が
手
に
入
ら
ぬ
塲
合
に
は
類
似
の
も
の
で
間
に
合
は
せ
る
や
う
に

す
る
が
よ
い
と
云
て
聞
か
せ
た
さ
う
だ

此
の
事
に
就
て
思
ひ
出
す
の
は
吾
師
の
コ
ラ
ン
氏
が
海
邊
の
圖
を
描
か
れ
る
時
に
水
色

の
布
を

に

き
其
れ
を
海
に
見
出
て
ヽ
其

に
モ
デ
ル
を
立
た
せ
て
寫
生
せ
ら
れ
た

其
時
拙
者
に
向
つ
て
彼
の
布
が

の
色
を

受
け
た
る

は
海
面
の
色
と
殆
ん
ど
同
じ

だ
下
圖
を
作
る
に
は
是
れ
で
充

だ
と
云
は
れ
た
事
が
有
る

同
氏
の
ダ
フ
ニ
ス

エ
ク
ロ
エ
と
い
ふ
圖
の

景
に
羊
の
群
が
畵
て
あ
る
が
其
羊
の
色
は
フ
ン
ト
子

邊
の
路
傍
の
石
こ
ろ
の
色
を
寫
さ
れ
た
の
だ

此
の
邊
の
石
の
色
と
羊
の
色
と
能
く
似
て
居
る
と
い
ふ
話
を
せ
ら
れ
た
事
が
あ
る

『
精
華
』一
一 

明
治
三
六
年
一
〇
月
一
日
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バ
ル
ビ
ゾ
ン
へ
の
訪
問
記
は『
美
術
新
報
』一
一
巻
五
号（
明
治
四
五
年
三
月
）に
黒
田
が
寄
せ
た「
二
十
余
年
前
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
」（『
絵
画
の
将
来
』

所
収
）に
も
み
ら
れ
米
国
人
画
家
ウ
ル
タ
・パ
ソ
ン
ズ
・シ
ウ
・
グ
リ
フ
ン（W

alter Parsons Shaw Griffin 

一
八
五
一
一
九
三
五
年
）と

同
行
し
ミ
レ

の
子
息
と
知
り
合

た
と
い
う
内
容
も
一
致
す
る

た
だ
し
本
文
献
に
あ
る
明
治
二
〇
年
冬
に
黒
田
が
バ
ル
ビ
ゾ
ン
へ
赴
い

た
こ
と
を
示
す
同
時
期
の
記
録
は
な
く
翌
明
治
二
一
年
に
黒
田
が
仏
文
で
つ
け
て
い
た
日
記
中
に
一
一
月
一
二
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
バ

ル
ビ
ゾ
ン
に
滞
在
し
ミ
レ

の
子
息
と
も
出
会

た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
折
に
は
黒
田
は
一
人
で
バ
ル
ビ
ゾ
ン
を
訪
れ
グ
リ
フ
ン

は
同
行
し
て
い
な
か

た（
䑓
信
祐
爾「
研
究
資
料 

公
刊『
黒
田
清
輝
日
記
』（
下
）」 『
美
術
研
究
』三
八
九 

平
成
一
八
年
六
月
）
グ
リ
フ
ン
に
つ
い
て

は
荒
屋
鋪
透「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
黒
田
清
輝－

画
家
グ
リ
フ
ン
と
の
交
友
を
め
ぐ
て
」（『
芸
術
学（
三
田
芸
術
学
会
）』一 

平
成
九
年
七
月
）を
参
照

日
本
で
の
ミ
レ

の
紹
介
は
明
治
九
年
か
ら
一
一
年
ま
で
工
部
美
術
学
校
の
教
師
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
フ
ン
タ
ネ

ジ
の
指
導
ま
で

遡
れ
る
が（
石
井
柏
亭『
浅
井
忠
』芸
艸
堂 
昭
和
四
年
一
一
月
）
本
文
献
が『
精
華
』誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
明
治
三
〇
年
代
半
ば
は『
美
術
新
報
』に

ミ
レ

伝
が
九
回
に
わ
た

て
連
載
さ
れ（
明
治
三
五
年
八
月

三
六
年
一
一
月
）
白
馬
会
が『
ミ
レ
名
画
全
集
』（
明
治
三
六
年
八
月
）を
刊
行
す
る
な

ど
伝
記
や
画
集
と
い
う
ま
と
ま

た
か
た
ち
で
ミ
レ

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

た
時
期
で
あ

た

そ
う
し
た
ミ
レ

受
容
の

原
動
力
と
な

た
の
が
実
際
に
バ
ル
ビ
ゾ
ン
へ
赴
い
た
経
験
も
あ
り
「
ミ
レ

の
画
が
非
常
に
好
き
」（
久
米
桂
一
郎「
黒
田
清
輝
君
の
芸
術
」 『
国

民
美
術
』一
九 

大
正
一
三
年
九
月
）で
あ

た
黒
田
清
輝
に
他
な
ら
な
か

た

黒
田
の
ミ
レ

に
対
す
る
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
は
荒
屋
鋪
透

「
Ｊ
・
Ｆ
・
ミ
レ

の
農
民
画
と
黒
田
清
輝－

明
治
二
一
年
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
人
画
家
グ
リ
フ
ン
に
つ
い
て
」（
山
梨
県
立
美

術
館 

『
自
然
に
帰
れ 

ミ
レ

と
農
民
画
の
伝
統
』展
図
録 

平
成
一
〇
年
九
月
）を
参
照

な
お
本
文
献
中
の「
い
つ
ぞ
や
日
本
か
ら
美
術
の
取
調
べ
に
仏
蘭
西
へ
来
た
人
」は
前
掲「
二
十
余
年
前
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
」に
よ
り
明
治

二
〇
年
に
美
術
取
調
委
員
と
し
て
欧
州
を
視
察
し
た
浜
尾
新
や
岡
倉
天
心
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
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